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第 3章では，体サイズの雌雄差を示すアカショウジョウバエの性別が寄生蜂 L. ryukyuensisの雌雄の発育
に与える影響を調べた。宿主は寄生された場合においても体サイズの雌雄差を示し，それにより寄生蜂の体
サイズに違いが生じることが明らかとなった。一方で，宿主の性別は蜂の発育期間および体サイズ・発育期
間の雌雄差の程度には影響しなかった。また，宿主はメスの蜂に寄生された場合により大きく成長すること
が明らかとなり，それによって宿主の性別にかかわらずメスの寄生蜂がオスよりも常に大きくなることが明
らかになった。これは，寄生蜂が宿主の性別以外の質を判断して性分配を行っているか，あるいは寄生蜂性
別に応じて異なる宿主発育制御を行っている可能性を示唆している。 
 
